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っていたことに触れた。表現を通じて関わり合う人々とのあいだに生まれる関係性が、価値観の「幅」
をもたらすプロセスを獲得しており、それが「見たこともない作品」を生み出す原動力になっていった。 
 第３部ではこうした事例に対してさらなる理論的な解釈を試み、具体的な振る舞いとして今後障害の
ある人の表現活動に携わる人々が活動する補助線になるような概念を提起することを目指した。パター
ン化された「障害」の表出から一歩離れるために、自らでは望めないような「枷」を他者の介在によっ
て自らに課してゆくことで、既存のスティグマを再生産することを阻むことに成功している点を指摘し
た。また、その「枷」を嵌めることで、自己の内部に存在する多様な差異に目を向けることにもなり、
逡巡することになっているということもわかった。またその際の主体同士、突き詰めると「わたし」と
「あなた」との関係性については、芸術表現という場を通じて、一瞬だけ、すべての人が、その人とし
て立ち上がっていて、共にそこに存在する、というユートピア的な瞬間を醸成することが可能ではない
のか、と論じてきた。 
 最後に本論が提起したのが「共同性」に対しての「共犯性」という概念である。従来の「共同性」と
いう概念はこれまで、その概念の曖昧さから、さまざまな形で援用され、障害のある人が関与する表現
活動の解釈において都合よく利用されてきた。その「共同性」概念をより精緻化しようというのが「共
犯性」概念の試みである。「共犯性」は、主体同士の関係性の差異に着目し、差異を差異のまま表現とし
て表出しようとする試みであり、かつ、何らかの社会的・（広義の）政治的異議申し立てや価値観の提示
等を行う取り組みのことを指すことにしたい。そのような概念を規定することで、「共同性」を傘にして
見過ごされがちな権力性やヘゲモニーの問題に立ち向かう素地とすることも目指した。その上で、「共犯
性」が生み出す多元的な価値に言及したのが最終節である。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 上演芸術を中心に障害者の表現活動について論じた本論は、学部時代から一貫して取り組んできた研
究の総括であり、長年の参与観察の成果をもとに現場と理論を往還せんとする筆者の真摯な研究姿勢を
丁寧な論述で綴った力作である。これまで美術を中心に論じられることの多かったこの分野で、演劇、
舞踊、音楽などの活動に光を当てた点で貴重な論考となっており、また「障害／健常」という境界線を
揺らがせるコミュニケーションが、芸術の力で可能であることを明確にした点で高く評価できる。 
 第一部では障害学の知見を援用しつつ、まず芸術論における「アウトサイダー」という概念がはらむ
他者化の構造を批判的に指摘し、次に我が国の福祉現場で行われてきた芸術活動を歴史的に俯瞰して、
「障害／健常」という硬直した社会概念が障害者芸術の現場においても他者化を固定化しうる危険性を
持つことを明らかにしている。 
 第二部では高い芸術性を極めんとする表現者たちのなかから２つの事例を取り上げ詳細な分析を行い、
福祉研究で語られる「共同性」の概念では掴みきれない境界の揺らぎが芸術表現では起こりうることを
詳らかにしている。特に最新の参与観察の成果である森田かずよ研究は、本論の白眉ともいえる充実し
た内容で、審査会でも高い評価を得た。 
 第三部は、「障害／健常」の境界線の在り方を転換するさまざまな思考実験である。クィア・スタディ
ーズから、デリダの「歓待」をめぐる考察、文化政策における公共性の理論モデルなどを援用して新た
な視座である「共犯性」という概念の提示を試みているが、考察が多角的に過ぎてやや説得力に欠ける
感が否めない点が今後の研究における課題として指摘された。 
 総合的な審査の結果、学位授与に十分値する優れた業績と評価された。 
 
 
